
 

 

記者資料提供 2024年 7月 9 日 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）能瀬、大泉 

TEL｜078-325-2235 FAX｜078-325-2230 E-mail｜info@kiito.jp 

 

神戸市の都市戦略｢デザイン都市･神戸｣の拠点施設である「デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）」では、社会貢

献活動の活性化や創造性を育むさまざまな活動に取り組んでいます。この取り組みの⼀環として、次のとおりワークショップ

を開催いたします。ご取材および情報掲載のご協力をいただけますようお願いいたします。 

お問合せ｜デザイン・クリエイティブセンター神戸 広報担当 住所｜兵庫県神戸市中央区小野浜町 1-4  Web｜https://kiito.jp/ 

開館時間｜9 時～21 時 休館日｜月曜（祝日または振替休日の場合はその翌日）  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

デザイン・クリエイティブセンター神戸では、子どもたちの創造性を育むプラットフォーム「KIITO:300 キャンプ」の活動として、

1day ワークショップ「チャイを味わうパッケージをデザインしよう！」を開催します。 

「KIITO:300 キャンプ」では、子どもを対象としたデザインワークショップとして、チョコレートのパッケージデザインなどを行

ってきました。今回のワークショップでは、講師にスパイス調合師の古市邦人さん、デザイナーの蓮蔵直美さんをお招きします。 

スパイスを効かせたインド式ミルクティー「チャイ」を味わい、その多層的な風味を感じたうえで、「飲む人にどんな気持ちになっ

てもらいたいか」を考えながらオリジナルのチャイをつくります。その後、味覚などの情報をヒントに、調合したチャイの魅力を

表現して人に伝えるためのデザインを考えて、パッケージつくります。ワークショップを通し、自分の想いや感じたことを具現化

し、人に伝えるというデザインのプロセスを子どもたちに体験いただきます。 

チャイを味わい、その魅力を伝えるデザインの手法を学ぶワー

クショップ「チャイを味わうパッケージをデザインしよう！」 

【開催概要】 

催事名：KIITO:300 キャンプ 1day ワークショップ「チャイを味わうパッケージをデザインしよう！」 

実施日：2024 年 8 月 18 日（日）13:00～17:00 

場所：デザイン・クリエイティブセンター神戸 3F KIITO:300 

講師：古市邦人（一般社団法人 NIMO ALCAMO 代表理事）、蓮蔵直美（ヌリタシ／グラフィックデザイナー） 

対象：小学 3 年生～中学 3 年生 

申込：8 名（事前申込制、申込多数の場合は抽選） 

申込期間：7 月 9 日（火）14:00 ～8 月 5 日（月） 

※ウェブサイト（https://kiito.jp/）よりお申し込みください。8 月 6 日（火）に抽選結果をご連絡します。 

参加費：1,000 円（材料費込み）※制作したチャイとパッケージはお持ち帰りいただけます。 

主催：デザイン・クリエイティブセンター神戸 



 

 

お問合せ｜デザイン・クリエイティブセンター神戸 広報担当 住所｜兵庫県神戸市中央区小野浜町 1-4 Web｜https://kiito.jp/ 

開館時間｜9 時～21 時 休館日｜月曜（祝日または振替休日の場合はその翌日）  

 

 

【ワークショップの流れ（予定）】 

① 講師紹介・チャイについて学ぼう（レクチャー） 

② オリジナルチャイを作ろう  

③ いろいろなパッケージデザインをみてみよう 

④ パッケージを考えてデザインしよう 

⑤ つくったパッケージを発表しよう 

 

 

【講師プロフィール】 

古市 邦人（一般社団法人 NIMO ALCAMO 代表理事） 

スパイス調合師。2014 年から移動販売のカレー屋台を始め、2017 年に大阪市内にてカレー専門店「nimo 

alcamo」をオープン。2023 年には休むこと、話すことをコンセプトにしたチャイ専門店「Talk with _ 」を

立ち上げ、休職中・離職中の人を対象とした対話の場も開催している。 

初心者でもスパイス調合の楽しさが学べるカレーやチャイのワークショップは、全国各地で開催し、これま

で 1000 名以上が参加。 

 

 

蓮蔵 直美（ヌリタシ／グラフィックデザイナー） 

普段はフリーランスのデザイナーとして、デザインをきっかけに関わる人たちの風通しが良くなるようなお

手伝い、週末は夫（ヌリ平）と一緒に奈良で「実験する本屋 ヌリタシ」を運営。 

生き方・働き方に関してより深く、よりポップに悩みもがくための本を販売するかたわら、本屋という場所

を軸に街のみなさんと地図をつくったり句会を開いたり本をつくったり等、実験的な企画を行う。 

 

 

 

【KIITO:300 キャンプとは？】 

 

「KIITO:300（キイトサンマルマル）キャンプ」では、子どもたちを対象に、デザイナーや建築家などのクリ

エイターや企業を講師に迎えたワークショップに加え、工作・ボードゲームといった常設のプログラムを通

し、学びの機会創出に取り組んでいます。また、子どもの教育に関わる人々を対象としたレクチャーも開催

し、大人と子どもが共にこの場所で楽しく学べるプログラムを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


